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エントリー９ 
 

Q1.学習会のコンセプトについて記入してください。 

〇学習会名称（第17回働くものの学習交流集会inえひめ） 

〇主催者（全労連四国地区協議会・学習協四国ブロック協議会） 

〇対象者（主に四国の青年労働者・労働組合員、その他大学生や未組織青年労働者） 

〇開催日（2015年6月6日13時～6月7日12時） 

〇開催場所（愛媛県松山市野外活動センター） 

 

 〇なぜその学習会を企画したか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇企画するにあたって、運営で工夫した点は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○苦労した点は？ 

 

 

 

 

 

 

 

Q２.参加者ついて記入してください。 

○参加人数  目標（ 100 ）人 実際に参加した人数（ 90 ）人 

 

 

 

 

 

 

 四国4県持ち回りで行われており、今年は愛媛県開催で17回目。えひめ実行委員会を立ち上げ、

企画運営にあたった。メインテーマを「これでいいの？私たちの働き方」に決め、私たちがい

ま直面している働きにくさ、長時間労働や過労死、低賃金や未来の見えない賃金水準などの労

働環境が決して個人の責任ではなく、労働者派遣法などの制度的なしくみや家事労働に対する

性別役割分業観にあり、いま女性が直面する働く困難さを取り除くことができれば男女とも働

きやすくなるのではないかという話が出発点となり、事前学習会（労読会）や当日は講演やレ

ク・BBQ・二次会で交流を深めることができた。今回は参加者のほとんどが20代30代と本当に青

年中心の集会となった。 

青年の実行委員会への参加。愛媛労連青年部の役員を中心に呼びかけをしながらも、役員の

出身単産の青年、そのほか民青にも協力を依頼した。これまでの蓄積（前回他県開催の集会に

参加、連続参加）もあり、集会のイメージを持って実行委員会を形成できたかと思う。楽しく

学び、楽しく交流すること。座学だけでない学習、みんなに知ってもらえる学習、単純に楽し

めるレク企画などを用意すること。実行委員会を中心に学習会「労読会」を週１で持ち、問題

意識を共有することにとりくんだ。実行委員会では KJ法やキーワードをあげて、集会とテー

マ、企画作りのイメージを持ってもらった。1日目は講演「家事労働とワーク・ライフ・バラ

ンス～人生を充実させる働き方を男女ともに求めて～」・レク「BBQ食材争奪！風船バレーボー

ル」・BBQ交流会・2次会、2日目はワークショップ「Let’s生計費シミュレーション」を行っ

た。 

参加者が集まりにくい！という点。しかし、「少人数でもいいから、色んな人が興味を持てる

学習会を継続していこう」という方針なので、オールオッケーです。ただ、内容がかなり面白

く、参加者からの反応も良かったので、ちょっともったいなかったです。 
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○参加者からの感想は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○どんな総括をしましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・レジュメに詳細なデータを載せていただけたのが良かったです。女性が働きやすい環境

というのはつまり男性も働きやすい職場なんだなと改めて思いました。「女性は家に入る

もの」という考えが国際的に見ても古くさいんだなーというのが個人的に印象深かったで

す！ 

・年収格差問題は当然ながら性別分業の慣習かも１つの問題となっていることを認識でき

た。ぼんやりと知っていながらも改めて教えてもらえる機会を大切にしたい。 

・非常に良く研究されていて説明もわかりやすく、理解しやすかった。短い時間で内容が

詰まっていた。 

・有業の妻より専業主婦において、第一子出産後の夫婦関係満足度を低下させると聞いて

意外だった。夫の十分な育児参加が必要だと学んだ。仕事のみに精を出す夫であってはな

らないと感じた。 

・風船バレーは当たっても痛くないし、予想外の飛び方をするのである意味公平で子ども

も楽しめるので楽しかったです。カード（BBQの具材）の交換も楽しかったです。 

・すごく盛り上がってよかったです。運動が苦手な人も楽しめたので◎ 

・実際に金額を計算してみて、最低賃金680円では、普通の、人間らしい生活を送ること

はむずかしく、最低でも1000円以上の時給が必要という意味がよくわかりました。 

・なかなかシビアな話ができて、おもしろくもあり辛い話でもありました。「人間らしい

生活」とは何か、ということを改めて考え直す機会になりました。 

・考え始めると予想外に困難な題材だった。シチュエーションによって内容は変わる。結

局、最賃達成は無理だった。かなりの部分削ったはずなのに、だ。改めて青ざめる事態だ

と認識した。 

・もう少し内容がつめれたらよかったかも…笑い話だけじゃなくて、この危機感をもっと

伝えたかった。貧困から最貧困になる可能性があることを知ってほしかった。貧困の連鎖

を知ってほしかった。本当に死ぬしかないなって感じることわかってほしかった。 

・日常生活で会えないような人たちと交流できてよかったです。（愛媛） 

・全体的に学習もできたし、交流もできたのですごくよかったです。（ 

・実行委員の方々、参加者のみなさんのおかげでとても良い機会となりました。ありがと

うございました。 

・楽しく学べた会でした。実行委員の皆さんお疲れ様でした。 

・他県の人たちとも十分に交流でき、楽しい２日間でした。ありがとうございました。き

れいな施設で、中身の濃い学習ができて、大変よい経験になりました。 

総括実行委員会を設けた。※参加人数の目標は達成できた。※主催団体の協力が主に金銭以外

になかったところはどうなのか。※自分たちの設定したテーマやねらいが分かってもらえたと

思う。※テーマ等の決定をすぐにというのは困難だが、早い方が良い。※つながる企画、つな

げる企画として継続したい。その後は加入などにもつなげたい。※企画後加入にもつながった。

※セクハラ対策は一定程度できたと思うが今後はアルハラにも注意が必要。※買出しリストに

もれがあった。早めに購入から気付きを。※金銭の取り扱い者の徹底を。※しおりの誤記など

あったので、ダブルチェックなどの体制を。※班で途中で帰る人もいることをふまえ、当日で

も人数の調整を。※人手が足りなかった。実行委員の割り振り見なおしを。※次回に引継ぎが 

できるよう資料の整理を。 
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○総括を踏まえて、次に活かそうと思う点など 

 

 

 

 

 

 

 

 

○その他、学習会を行って気づいたこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマの決定に沿って、企画が組まれ、どうすれば私たちの意図が分かってもらえるかに注力

することが大事。実行委員会での決定の通知と確認を実行委員でちゃんと行う。事前準備の早

めの実施、しおり等の製作も。参加の呼びかけをもっと広く、愛媛労連などの基本組織でも議

論し青年を企画や実行委員会に送り出してもらう体制をとる認識を持ってもらう。一定程度

「働くもの」が定着しているようなので、次の企画につなげられるようなとりくみをしたい。 

青年が少ない職場もあり、青年同士で話し合ったり交流する機会がないという感想もあった。

ワークライフバランスや最低賃金など、ビラやチラシになっている言葉もその実はよく知らな

いということもある。実際に話を聞いて、身をもって体験し知ってもらうことで、学習が血肉

になり、「知は力」、運動の力にもなると感じた。青年がこうした機会に集まればもちろん楽

しいし、交流で仲間も増える、参加することも楽しいのはもちろんだが、実行委員会として企

画を考え、運営する側になることで一参加者とは違う成長もあったと思う。 

今は別の企画を行っているが、そこにも今回の企画でのつながりが生かされているし、新た

な出会いもあった。 





 



　  

２０１５年 

１月９日 

 

ＮＯ．２号 

発行責任者 
第17回働くものの学

習交流集会実行委員会 

実行委員長 

泉 洋太朗  

 
 

  

 

 

 

 
１
２
月
２
１
日
（
日
）
愛
媛
県

自
治
労
連
会
館
に
て
第
３
回
実
行

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開

催
場
所
、
日
時
、
目
標
人
数
な
ど

が
決
定
さ
れ
、
大
会
の
大
枠
が

徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
 

「働くもの」開催場所、日時決定！！ 

実行委員紹介 
第１回： 委員長 泉 洋太朗 

  

 みなさんこんにちは、働くものの学習交流集会実行委員長の

泉です。愛媛一般に所属しています。４年前に愛媛で開催され

た働くものの団交の劇で悪徳社長を演じた大きな人、といえば

思い出す方もいらっしゃるのではないでしょうか（笑）。普段はそ

んなに悪徳ではありませんのであしからず・・・・・。 

 青年部長は大島君にバトンタッチしましたが、いまだに青年部

員から「部長」と言われます。その流れでいつのまにか実行委

員長になってしまいました。 

 「働くもの」が皆さんにとって楽しく有意義なものになるようが

んばります。よろしくおねがいします。 

 

第１７回働くものの学習交流集会の概要について 
 大会の概要について、下記の通り決定いたしましたので報告いたします。 
 

記 

   １．開催場所     松山市野外活動センター（レインボーハイランド） 

                愛媛県松山市菅沢町乙280番地 
 

   ２．開催日時     ２０１５年６月６日（土）～６月７日（日） 
 

   ３．目標参加人数  １００名 
 

   ４．金額        ６５００円（全日程参加者） 

労
読
会
を
開
催
 

○
学
び
を
深
め
る

 

 
集
会
を
よ
り
実
り
あ
る
も
の
に
す
る

た
め
に
、
集
会
の
テ
ー
マ
に
な
り
そ
う

な
コ
ト
に
関
す
る
本
を
実
行
委
員
み
ん

な
で
読
ん
で
学
習
す
る
「
労
読
会
」
を
毎

週
月
曜
日
１
９
時
よ
り
愛
媛
大
学
で
開

催
し
て
い
ま
す
。
 

 
現
在
、
竹
信
三
恵
子
さ
ん
の
「
家
事
労

働
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
（
岩
波
新
書
）
を
読
ん

で
い
ま
す
。
１
回
１
章
の
ペ
ー
ス
で
読

み
、
意
見
を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
。
学
習

協
副
会
長
の
丹
下
先
生
に
チ
ュ
ー
タ
ー

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
 

 
前
回
は
不
安
定
雇
用
の
増
加
の
原
因
、

派
遣
労
働
法
改
正
、
男
女
格
差
だ
け
で

は
な
く
女
女
格
差
の
問
題
な
ど
を
取
り

上
げ
て
深
め
ま
し
た
。
安
倍
政
権
の
い

う
「
女
性
の
活
躍
」
の
真
の
狙
い
は
な
に

か
さ
ら
に
次
回
以
降
学
習
し
て
い
き
ま

す
。
 

 
も
ち
ろ
ん
実
行
委
員
以
外
の
参
加
も

大
歓
迎
で
す
。
と
て
も
勉
強
に
な
る
内

容
な
の
で
、
み
な
さ
ん
も
是
非
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
 

 
次
回
は
月
曜
日
が
祝
日
の
た
め
、
１

月
１
３
日
（
火
）
開
催
予
定
で
す
。
 

 
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
。
参
加
し

た
い
。
と
い
う
方
は
実
行
委
員
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 

 

１２月２２日開催の労読会の様子 

（写真左の大きな人が泉委員長です。） 



 

 
 

みなさん！2日間お疲れさまでした！二日間で

90 名の青年に参加していただきました。思えば

9 月に実行委員会を結成し、12 月からは毎週講

演テーマについての学習を重ねてまいりました。 

メインテーマを「これでいいの？私たちの働き

方」にしたのも、私たちがいま直面している働き

にくさ、長時間労働や過労死、低賃金や未来の見

えない賃金水準などの労働環境が決して個人の

責任ではなく、労働者派遣法などの制度的なしく

みや家事労働に対する性別役割分業観にあり、い

ま女性が直面する働く困難さを取り除くことが

できれば男女とも働きやすくなるのではないか

という話が出発点でした。感想文を一枚一枚読む

と、川東先生の講演を聞いて実行委員会が設定し

たこれらの問題意識を参加したみんなが共有し

てくれたことがわかり、本当にうれしく思います。 

今回は参加者のほとんどが20代30代と本当

に青年らしい集会となり、レクや BBQ、二次会

で交流を深めました。 

二日目のワークショップではマーケットバス

ケット方式を用いた最低生計費シミュレーショ

ンを行い、前半は「つつましいながらも憲法 25

条にある健康で文化的な生活」を追求しながら試

算し、時給 1000 円以上が生活賃金の観点から

は決して高すぎるものではないということ、後半

は前半の試算から愛媛の最低賃金 680 円に落と

すと何を削らなければ生きていけないのか話し

合いました。 

グループ討議では、飲み会や冠婚葬祭費など人

とのつながりを断ったグループや自立できず、親

と同居する選択をしたグループや趣味にかける

お金を0 にしたところ、貯金ができないので病気

などによる突然の出費を出せずに病院にいけな

いなど、最低賃金 680 円で暮らすためには大幅

にけずらなければならない状況に最賃が低すぎ

ること、最低時給 1000 円以上が無茶な要求で

はないことに驚いた人が多かったようで、引き上

げに関する関心が高まったとの感想をたくさん

いただきました。 

二日間慌ただしく、実行委員長として至らない

ところもたくさんあったかと思いますが、怪我も

なく、みなさんと楽しく交流できたこと、えひめ

実行委員としてたくさん裏方でご尽力いただい

たメンバーに深く感謝いたします。 

取り急ぎ、報告とお礼を申し上げます。 

 

働くものの学習交流集会in えひめ 

実行委員長 稲葉美奈子  

 
発行責任者 働くものの学習交流集会 in えひめ実行委員会 



 

 

楽しみながらおもしろく学習、熱く仲良くレクリエーション、みんなで食事し交流。 

「最低賃金の低さにビックリ」「1000 円は必要」。笑顔あふれ、仲間ができた 2 日間！ 

実行委員長あいさつ 講演の川東英子先生 

今年初スイカ 

バーベキュー食材争奪!！ 

風船バレーボール 

バーベキューで争奪した交換食材をＧＥＴ！ 

バレー１～４位の四国おみやげ抽選 

楽しくバーベキュー！！ 

みんなで Let’s 生計費シミュレーション！ 

時給 680 円で健康で文化的に生きていけるか？？ 

 

今回託児も設けました 

愛
媛
新
聞
６
月
７
日 


































































